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Labo Newsは富山大学附属病院 検査･輸血細胞治療部ホームページから閲覧できます。

http://www.hosp.u-toyama.ac.jp/clla/index.html

サイボウズ掲示板「検査部から」より閲覧・印刷できます。
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～ 検 査 ･ 輸 血 細 胞 治 療 部 か ら の お 知 ら せ ～

輸血オーダーについてのお願い

1月中旬より、アルブミン製剤が輸血細胞治療部門での取り扱いになります。
別途案内をご参照ください。

輸血オーダーについては輸血療法マニュアルに記載してあります。
何か困ったことがありましたら、輸血細胞治療部門にご連絡ください（内線 7790）。
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輸血オーダーの締め切り日時を守ってください。

T&S（Type&Screen）とは待機手術例などの場合に、患者のABO血液型、RhD抗原、不規則抗
体の有無などをあらかじめ検査しておくことで、もし緊急に輸血が必要になった場合に、RhD陽性かつ
不規則抗体が陰性であれば15分以内に血液製剤を供給できるシステムです。これにより血液製剤
の有効利用と輸血業務の効率化を図っています。

T&S の使用場所は手術部及び血管造影室のみです（病棟は禁止）。

輸血オーダー時に自動発生するクロスマッチは絶対削除しないでください。

クロスマッチ（交差適合試験）のオーダーは、その必要があるため自動発生させています。

 予約製剤をオーダーする場合
 締め切り日時を過ぎてから輸血オーダーする場合
 血液製剤を分割する場合（分割数、使用する時間など）
 輸血製剤の本数が10本を超える場合
 重篤な副反応の既往がある患者の場合
 上記以外で要連絡メッセージが出る場合
 休日・時間外（平日17:00～8:30）に輸血オーダーする場合

（休日・時間外 ☎ 070-5064-7356）

原則、輸血オーダーは使用予定日ごとに入力をお願いします。

以下の場合は輸血オーダー入力後、
輸血細胞治療部門（内線7790）に電話連絡をお願いします。

濃厚血小板（PC） 輸血予定日の前日の正午まで

抗原陰性血（不規則抗体の保有者）

CMV陰性血など特殊製剤
輸血予定日の3日前

RhD陰性血液製剤 輸血予定日の5日前

濃厚血小板HLA 輸血予定日の7日前

病棟、外来で使用する場合 輸血予定日の前日

手術室で使用する場合 手術予定日の2日前

ただし以下の血液製剤は予約製剤（オーダー後、血液センターに発注する）のため、
締め切り日時が異なります。
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その他、提出検体に注意事項がある場合や質問等あれば、
尿・一般検査部門（内線 7757）にご連絡ください。

明けましておめでとうございます。
今年も皆様に有意義な情報を提供できるよう精進してまいります。
よろしくお願いいたします。

抗がん剤投与後の尿検体の提出についてのお願い

• オーダー時、コメントに「（抗がん剤名）投与後」と入力してください。
• 可能な限り、抗がん剤投与後、その半減期を過ぎてから採尿してください。

抗がん剤投与後の尿検体には、残余薬剤が含まれています。抗がん剤曝露により、急性
症状の発現や長期的な健康への影響があります。

エンドキサン、イホマイド、トレアキシンは揮発性が高いため、抗がん剤
曝露防止のため、以下のことを守って検体を提出してください。

①必ず蓋をする

④「（抗がん剤名）投与後」と注意書き

②ビニール袋は二重に

急性症状 長期的な影響

過敏反応（アレルギー症状）
皮膚・粘膜反応（皮膚刺激、接触性皮膚炎、
咽頭痛など）
消化器症状（悪心、嘔吐など）
循環器症状（不整脈、呼吸困難など）
神経症状（頭痛、めまいなど）

悪性腫瘍の発生（発がん性）
流産
早産・低出生体重
催奇形性

③搬送は
搬送用ボックスで

オーダーに関する注意事項

• 提出に先立って、事前に尿・一般検査部門へ連絡してください。(内線 7757)。
• 提出時刻は8:30以降です。採尿後速やかに提出をお願いします。

（絶対に朝の検体収集時に提出しないでください）

検体提出に関する注意事項

検体の取扱いに関する注意事項

• 検体の取扱いについては以下の4点を遵守してください。

曝露の危険性がありますの
で厳重な取り扱いをお願い
します


